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〇
教
団
ニ
ュ
ー
ス 

 

幾
歳
も
！ 

聖
自
治
教
会
祝
福
五
○
年
祭     

日
本
宣
教
団
設
立
一
五
○
年
祭 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

於
：
東
京
復
活
大
聖
堂 

  

九
月
一
二
日
（
土
）
一
八
時
～
晩
祷
、
参
祷
者
約
三

○
人
、
一
三
日
（
日
）
一
○
時
～
主
日
聖
体
礼
儀
、
感

謝
祈
祷
等
、
参
祷
者
約
一
○
○
人
。 

記
念
聖
体
礼

儀
に
は
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
、
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主

教
座
下
は
じ
め
各
教
区
局
長
、
マ
ル
コ
小
池
師
、
コ

ン
ス
タ
ン
チ
ン
桝
田
師
、
西
日
本
教
区
か
ら
満
田
稔

総
局
役
員
（
豊
橋
） 

と
及
川
が
参
祷
。
西
日
本
教
区
か

ら
は
教
区
信
徒
一
同
名
で
お
祝
い
花
を
贈
呈
し
た
。 

          

 

主
日
聖
体
礼
儀
後
、
府
主
教
座
下
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

駐
日
ロ
シ
ア
正
教
会
ポ
ド
ヴ
ォ
リ
エ
の
ニ
コ
ラ
イ
・

カ
ツ
バ
ン
師
に
よ
る
ロ
シ
ア
正
教
会
キ
リ
ル
総
主
教

聖
下
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
代
読
、
ロ
シ
ア
大
使
の
祝
辞
（
代

理
者
の
代
読
）
、
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
の
祝
辞
、

キ
リ
ル
聖
下
へ
の
京
都
西
陣
織
の
祭
服
用
布
地
の
贈

呈
、
亜
使
徒
聖
ニ
コ
ラ
イ
の
イ
コ
ン
贈
呈
（
ロ
シ
ア
正
教

会
か
ら
の
贈
り
物
）
な
ど
が
あ
っ
た
。 

 
 

          
          

そ
の
あ
と
谷
中
霊
園
、
主
教
品
墓
地
で 

感
謝
祈

祷
。
参
祷
者
約
一
五
人
、
一
五
時
頃
ニ
コ
ラ
イ
堂
帰

着
、
解
散
し
た
。 

 
 

             

い
ま
は
駐
日
ロ
シ
ア
正
教
会
に
籍
を
置
く
ニ
コ
ラ

イ
小
野
成
信
修
道
司
祭
に
も
お
目
に
か
か
り
お
話
が

で
き
、
う
れ
し
く
思
っ
た
。
ニ
コ
ラ
イ
小
野
師
が
日

本
正
教
会
に
帰
属
し
、
い
っ
し
ょ
に
聖
務
で
き
る
日

が
楽
し
み
で
あ
る
。 

詳
細
は
「
正
教
時
報
」
等
で
紹
介
。
晩
秋
に
記
念

胸
か
け
十
字
架
（
金
メ
ッ
キ
）
、
一
二
月
に
記
念
誌
が
各

教
会
・
信
徒
へ
配
布
さ
れ
た
。
（
及
川
記
） 

  



〇
人
事
ニ
ュ
ー
ス 

永
遠
の
記
憶 

長
司
祭 
グ
リ
ゴ
リ
イ 

小
川
公
師 

  
 

        

八
月
一
七
日
（
月
）
お
昼
頃
、
徳
島
正
教
会
の
長
司

祭
グ
リ
ゴ
リ
イ
小
川
公
師
永
眠
、
八
四
歳
、
癌
性
胸
膜

炎
。
夕
方
、
管
轄
司
祭
ゲ
オ
ル
ギ
イ
松
島
雄
一
師
が
赴

か
れ
、
ナ
フ
ァ
ナ
イ
ル
小
川
卓
師
と
共
に
、
公
師
を
司

祭
服
に
完
装
。
そ
れ
か
ら
教
団
と
協
議
の
上
、
葬
儀
日

程
を
決
定
、
徳
島
正
教
会
葬
と
す
る
こ
と
も
決
ま
っ
た
。 

二
○
日
（
木
）
一
九
時
～
通
夜
パ
ニ
ヒ
ダ
、
二
一
日

（
金
）
一
一
時
～
司
祭
埋
葬
式
、
仙
台
の
大
主
教
、
東

京
の
副
主
教
セ
ラ
フ
ィ
ム
座
下
の
ご
司
祷
、
陪
祷
に
長

司
祭
マ
ル
コ
小
池
祐
幸
師
、
ゲ
オ
ル
ギ
イ
松
島
師
と
及

川
、
い
ず
れ
も
徳
島
聖
神
降
臨
聖
堂
に
お
い
て
執
り
行

わ
れ
た
。 

 

小
川
公
師
は
大
阪
出
身
、
一
九
七
○
年
輔
祭
叙
聖
、
七

三
年
司
祭
叙
聖
、
八
○
年
一
○
月
徳
島
聖
神
降
臨
聖
堂

成
聖
式
。
公
師
は
徳
島
聖
堂
の
建
設
に
貢
献
、
徳
島
管

区
の
管
轄
司
祭
と
な
ら
れ
四
国
全
域
の
み
な
ら
ず
、
和

歌
山
、
柳
井
原
地
域
の
牧
会
・
宣
教
に
も
尽
力
さ
れ
た

ほ
か
、
長
年
、
献
金
委
員
長
を
務
め
ら
れ
、
教
団
の
聖

職
者
年
金
制
度
確
立
に
も
多
大
な
功
績
が
あ
っ
た
。
二

○
一
五
年
に
成
聖
さ
れ
た
西
日
本
教
区
セ
ン
タ
ー
建
設

は
、
公
師
の
発
議
、
建
議
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
も
記
憶

に
新
し
い
こ
と
で
あ
る 

そ
の
穏
や
か
な
優
し
い
人
柄
ゆ
え
、
後
輩
司
祭
か
ら

も
慕
わ
れ
、
供
花
・
弔
電
も
多
数
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、

教
団
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
よ
り
供
花
と
弔
電
が
贈
ら

れ
た
。
喪
主
で
あ
る
ご
子
息
、
司
祭
ナ
フ
ァ
ナ
イ
ル
小

川
卓
師
は
四
国
地
域
の
神
父
と
し
て
熱
心
に
司
牧
さ
れ

て
い
る
。
心
よ
り
永
遠
の
安
息
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。                               

（
及
川
記
） 

      

新
伝
教
者
西
日
本
教
区
着
任
の
ご
挨
拶 

 

昨
秋
、
京
都
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
に
着
任
し
ま
し

た
ソ
ロ
モ
ン
川
島
で
す
。
大
阪
教
会
で
三
年
ほ
ど
過

ご
し
た
後
、
神
学
生
と
し
て
三
年
、
ま
た
伝
教
者
と

し
て
引
き
続
き
二
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
東
京
・
ニ

コ
ラ
イ
堂
を
離
れ
、
慣
れ
親
し
ん
だ
西
日
本
の
教
区

へ
と
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
顔
馴
染
み
の
方
も
、

ま
だ
お
話
し
し
た
こ
と
の
な
い
方
も
、
安
心
し
て
お

会
い
で
き
る
日
が
待
ち
遠
し
い
限
り
で
す
。 

さ
て
、
聖
使
徒
パ
ワ
ェ
ル
は
「
我わ

れ

等ら

互
た
が
い

に
顧

か
え
り

み
て
、

愛あ
い

と
善よ

き

行
お
こ
な
い

と
を
勵は

げ

ま
す
べ
し
（
エ
ウ
レ
イ
一
〇
章

二
四
節
）
」
と
教
え
ま
す
。
ハ
リ
ス
テ
ィ
ア
ニ
ン
最
大

の
目
標
で
あ
る
「
永え

い

遠え
ん

の
生
命

い

の

ち

（
イ
オ
ア
ン
六
章
四

〇
節
）
」
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
力
は
僅
か
な
が
ら
も
、
神
様
の
助
け
を
信
じ

て
あ
ら
ゆ
る
面
で
協
力
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

ゆ
え
に
、
信
仰
の
素
晴
ら
し
さ
、
祈
祷
の
尊
さ
を
皆

様
と
共
に
分
か
ち
合
い
、
そ
の
中
で
私
自
身
に
と
っ

て
も
さ
ら
な
る
成
長
の
機
会
に
し
た
い
、
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
大
変
な
時
期
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

い
か
な
る
困
難
に
見
舞
わ
れ
て
も
「
我わ

れ

獨
ひ
と
り

に
非あ

ら

ず
、

蓋
け
だ
し

父ち
ち

我わ
れ

と
偕と

も

に
在あ

る
な
り
（
同
上
一
六
章
三
二
節
）
」

と
い
う
主
の
御
言
葉
を
心
に
留
め
、
ハ
リ
ス
ト
ス
の



良
き
働
き
手
と
し
て
、
教
区
内
の
宣
教
・
牧
会
活
動

に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

京
都
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会  

伝
教
者
ソ
ロ
モ
ン
川
島 

大 
 

 

 

〇
教
区
ニ
ュ
ー
ス 

「
～
大
阪
正
教
会
の
取
り
組
み
も
ふ
く
め
て
～
」 

 

教
会
活
動
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化 

  

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
は
、
教
会
に
と
っ
て
か
っ

て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
試
練
を
与
え
て
い
ま
す
。

教
会
は
本
来
ギ
リ
シ
ャ
語
で
は
「
エ
ク
レ
シ
ア
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
「
集
ま
り
」
と
い
う
意
味
で

す
。
残
念
な
こ
と
に
、
現
代
で
は
「
キ
リ
ス
ト
教
」

で
も
、
信
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
聖
書
を
読

み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
神
に
投
げ
か
け
神
と
の
一

対
一
の
交
わ
り
の
中
で
信
仰
を
深
め
て
ゆ
く
こ
と
、

そ
れ
が
信
仰
生
活
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、
初
代
教

会
の
信
徒
た
ち
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
信
仰
観
を

持
つ
教
派
も
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
私
た
ち
正
教

会
で
は
「
一
つ
の
信
仰
」
を
信
徒
互
い
の
交
わ
り
の

中
で
確
か
め
合
い
、
そ
の
祈
り
を
一
つ
の
奉
神
礼
共

同
体
と
し
て
神
に
捧
げ
、
み
な
が
一
つ
の
パ
ン
、
一

つ
の
杯
か
ら
主
ハ
リ
ス
ト
ス
の
尊
体
血
を
分
か
ち
合

う
こ
と
を
、
ま
こ
と
の
信
仰
生
活
の
源
と
し
ま
す
。

そ
こ
で
交
わ
り
を
深
め
、
一
人
一
人
が
い
っ
そ
う
、

互
い
を
励
ま
し
支
え
合
い
な
が
ら
、
洗
礼
の
時
に
い

た
だ
い
た
、
ハ
リ
ス
ト
ス
の
イ
メ
ー
ジ
（
像
）
を
そ

れ
ぞ
れ
の
人
格
の
内
に
目
に
見
え
る
も
の
と
し
て
ゆ

き
ま
す
。 

 

「
集
ま
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
、
教
会
に
と
っ

て
、
私
た
ち
正
教
信
徒
に
と
っ
て
、
ど
れ
ほ
ど
耐
え

が
た
く
、
悲
し
く
、
無
念
で
あ
る
か･

･
･

、
こ
の
一
年

以
上
に
わ
た
る
未
曾
有
の
状
況
の
内
で
、
皆
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
に
身
に
し
み
て
お
感
じ
に
な
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。 

 
し
か
し
、
聖
使
徒
パ
ウ
ェ
ル
が
「
神
を
愛
す
る
者

た
ち
…
に
は
、
万
事
が
共
に
働
い
て
益
と
な
る
」（
ロ

ー
マ
人
へ
の
手
紙
八
章
二
十
八
節
）
と
、
私
た
ち
を

励
ま
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
い

ま
の
患
難
の
背
後
に
い
て
、
私
た
ち
を
絶
望
さ
せ
よ

う
と
す
る
サ
タ
ン
の
策
略
に
落
ち
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
私
た
ち
は
こ
の
窮
状
を
、
ど
ん
な
状
況
を
も
教

会
に
と
っ
て
の
「
よ
き
地
」
へ
と
変
え
て
下
さ
る
聖

神
の
働
き
の
内
で
、
勇
気
と
知
恵
と
互
い
の
愛
を
働

か
せ
て
、
現
代
社
会
が
も
た
ら
し
た
新
し
い
ツ
ー
ル

を
お
び
え
る
こ
と
な
く
、
か
つ
慎
重
に
利
用
し
て
、

「
エ
ク
レ
シ
ア
」
（
集
ま
り
）
と
し
て
の
教
会
を
い

っ
そ
う
堅
固
な
集
ま
り
に
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

西
日
本
主
教
教
区
で
も
九
月
か
らZ

o
o
m

を
導
入
し
、

教
区
司
祭
会
議
を
オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン

併
用
で
行
っ
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
す
る
こ
と
で
、
感
染
リ
ス
ク
が
減
る
だ
け
で

な
く
、
時
間
と
経
費
の
大
き
な
節
約
に
も
な
り
ま
す
。 

 

例
年
行
っ
て
き
た
教
区
セ
ミ
ナ
ー
も
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
開
催
を
企
画
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
詳
し
い

京
都
教
会
の
小
田
切
兄
に
も
お
知
恵
を
拝
借
し
、
そ

の
打
ち
合
わ
せ
も
十
二
月
にZ

o
o
m

で
行
い
ま
し
た
。

実
際
の
ビ
デ
オ
撮
り
は
二
月
四
日
に
京
都
教
会
で
行

い
、
講
師
の
ソ
ロ
モ
ン
川
島
伝
教
者
が
編
集
し
て

Y
o
u
T
u
b
e

に
上
げ
て
、
十
一
日
に
公
開
し
ま
し
た
。

昨
年
一
年
間
休
止
し
た
「
奉
神
礼
基
礎
講
座
」
も
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
再
開
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ

イ
ン
講
座
、
セ
ミ
ナ
ー
の
詳
細
は
教
区
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

http://w
w

w
.orthodox-jp.com

/w
estjapan/ 

 
 教

区
に
先
ん
じ
て
大
阪
教
会
で
は
、
い
ち
早
く
オ
ン

ラ
イ
ン
活
用
を
始
め
ま
し
た
。
最
初
の
緊
急
事
態
宣

言
下
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
「
お
祈
り
に
出
ら
れ
な
い
の
が
つ

ら
い
。
ラ
イ
ブ
配
信
を
や
っ
て
ほ
し
い
」
そ
れ
に
対

し
て
「
ス
マ
ホ
と
三
脚
が
あ
れ
ば
で
き
ま
す
よ
」
と

い
う
声
に
背
中
を
押
さ
れ
て
、
四
月
五
日
の
エ
ジ
プ

ト
の
マ
リ
ア
の
主
日
か
ら

F
a
c
e
b
o
o
k

で
聖
体
礼
儀

の
ラ
イ
ブ
中
継
を
行
い
始
め
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
に
強

い
近
隣
の
若
い
信
徒
の
協
力
も
得
て
、
次
の
聖
枝
祭

主
日
、
受
難
週
に
続
い
て
、
深
夜
の
復
活
祭
も
中
継



し
、
こ
の
時
は
千
人
以
上
の
視
聴
者
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
主
日
聖
体
礼
儀
の
中
継
を
し
て
い
ま
す
。 

 

秋
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
中
止
し
て
い
た
伝
道
会
も
、

Y
o
u
T
u
b
e

ビ
デ
オ
公
開
とZ

o
o
m

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
再

開
し
ま
し
た
。Z

o
o
m

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
大
阪
以
外
の

信
徒
や
求
道
者
も
参
加
し
、
対
面
の
伝
道
会
と
変
わ

ら
な
い
雰
囲
気
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ビ
デ
オ

講
座
「
正
教
聖
歌
の
伝
統
」（
マ
リ
ア
松
島
純
子
姉
）

も
す
で
に
３
三
本
収
録
しY

o
u
T
u
b
e

で
公
開
し
て
い

ま
す
。
こ
の
講
座
は
教
区
活
動
と
し
て
「
奉
神
礼
基

礎
講
座
」
に
合
流
し
ま
す
。 

 

こ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
予
定
日
よ
り
も
１

ヶ
月
以
上
早
い
出
産
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
マ
マ
の
依

頼
で
、
聖
堂
で
司
祭
と
マ
ト
シ
カ
が
無
事
の
出
産
を

祈
る
祈
祷
を
行
い
、
病
院
に
い
る
本
人
と
友
人
た
ち

に
ラ
イ
ン
の
ビ
デ
オ
ト
ー
ク
で
中
継
し
、
一
緒
に
祈

り
ま
し
た
。
ま
た
お
葬
式
の
時
も
、
コ
ロ
ナ
の
た
め

に
遠
方
か
ら
参
列
で
き
な
い
ご
家
族
や
ご
親
族
の
た

め
に
葬
儀
の
様
子
を
中
継
、
録
画
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

 

ま
だ
ま
だ
参
祷
や
来
会
を
積
極
的
に
呼
び
か
け
る

こ
と
が
は
ば
か
ら
れ
る
状
況
が
続
く
か
と
思
い
ま
す
。

ラ
イ
ブ
中
継
は
参
祷
の
代
わ
り
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

今
、
こ
の
時
間
に
教
会
で
祈
り
が
行
わ
れ
て
い
る
と

い
う
の
は
大
き
な
励
ま
し
に
な
り
ま
す
。
ま
た
教
会

を
離
れ
て
い
た
方
た
ち
が
ラ
イ
ブ
を
見
て
、
将
来
の

参
祷
に
繋
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
い
つ
か
、
本

当
に
気
兼
ね
な
く
集
ま
れ
る
日
が
く
る
こ
と
を
祈
り

つ
つ
、
今
何
が
で
き
る
か
を
探
し
て
ゆ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

（
松
島
記
） 

 

オ
ン
ラ
イ
ン
「
冬
季
セ
ミ
ナ
ー
」「
奉
神
礼
基
礎
講
座
」

教
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら 

http://w
w

w
.orthodox-jp.com

/w
estjapan/  

  

冬
季
セ
ミ
ナ
ー
講
演
録 

完
成 

 

 

昨
年
の
冬
季
セ
ミ
ナ
ー
『
東
方
と
西
方
、
何
が
違

う
―
堂
の
美
な
る
を
愛
す
る
者
』
の
講
演
録
が
で
き

ま
し
た
。
「
ど
う
し
て
正
教
会
は
聖
堂
で
コ
ン
サ
ー

ト
を
し
な
い
の
？
」「
な
ぜ
教
義
に
こ
だ
わ
る
の
？
」

な
ど
、
よ
く
あ
る
疑
問
の
答
え
を
、
聖
歌
発
展
の
歴

史
か
ら
考
え
ま
す
。
東
西
教
会
の
聖
堂
の
形
に
は
、

「
音
楽
」
「
奉
神
礼
」
に
対
す
る
考
え
方
の
違
い
が

表
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ギ
ア
・
ソ
フ
ィ
ア
大
聖
堂
の
内

部
、
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
の
十
字
行
な
ど
の
珍
し
い
図
版

も
多
数
、
面
白
コ
ラ
ム
「
正
教
ト
リ
ビ
ア
」
や
エ
ッ

セ
イ
も
書
き
加
え
て
、
楽
し
く
読
め
る
正
教
奉
神
礼

紹
介
の
冊
子
で
す
。
三
十
六
ペ
ー
ジ
。 

例
年
は
次
年
度
の
冬
季
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
に
配

布
し
て
い
ま
し
た
が
，
今
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ

た
の
で
、
西
日
本
教
区
内
の
教
会
で
頒
布
（
希
望
頒

布
価
格
三
百
円
）
し
ま
す
。
遠
方
の
方
は
郵
送
（
二

百
円
）
も
い
た
し
ま
す
。 

 

                

http://www.orthodox-jp.com/westjapan/


九
州
豪
雨
災
害 

｜
そ
の
後
の
ご
報
告 

人
吉
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会 

 
 

グ
リ
ゴ
リ
イ
水
野 

宏 

  

昨
年
七
月
四
日
に
発
生
し
た
令
和
二
年
七
月
豪
雨

で
、
熊
本
県
人
吉
市
を
中
心
に
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
、
ま
た
そ
れ
に
対
し
て
全
国
の
皆
様
に
復
興
の

た
め
の
支
援
金
を
お
願
い
し
ま
し
た
の
は
、
前
回
号

の
『
西
日
本
正
教
』
に
掲
載
の
と
お
り
で
す
。
本
稿

で
は
支
援
金
募
集
の
結
果
と
、
そ
の
後
の
状
況
に
つ

い
て
ご
報
告
し
ま
す
。 

 

支
援
金
の
募
集
と
寄
付
に
つ
い
て 

  

災
害
発
生
か
ら
一
週
間
後
の
昨
年
七
月
一
一
日
、

全
国
公
会
に
お
い
て
私
よ
り
人
吉
球
磨
地
域
の
被
害

状
況
に
つ
い
て
報
告
し
、
支
援
金
の
募
集
を
私
が
窓

口
に
な
っ
て
行
う
よ
う
指
示
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

教
団
か
ら
支
援
金
と
し
て
五
〇
万
円
を
拝
受
し
ま
し

た
。 早

速
『
正
教
時
報
』
に
募
集
の
広
告
記
事
を
掲
載

し
て
も
ら
う
と
共
に
、
私
が
管
轄
す
る
九
州
管
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
規
に
開
設
し
、
そ
ち
ら
に
も
支

援
金
の
お
願
い
広
告
を
出
し
ま
し
た
。 

こ
の
災
害
で
は
、
被
災
者
は
家
か
ら
衣
類
な
ど
の

小
さ
な
家
財
に
至
る
ま
で
、
全
財
産
を
失
う
ほ
ど
の

被
害
を
受
け
て
い
る
の
に
対
し
、
被
災
し
な
か
っ
た

人
々
は
何
も
失
っ
て
い
な
い
と
い
う
極
端
な
格
差
に

特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
支
援
金
も
機
械
的

に
ば
ら
撒
く
の
で
は
な
く
、
実
際
に
被
災
し
た
信
徒

や
関
連
す
る
事
業
所
に
対
し
、
復
旧
に
役
立
て
ら
れ

る
よ
う
迅
速
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
取
り
計
ら
い

ま
し
た
。 

締
切
日
を
九
月
末
日
に
設
定
し
て
募
集
し
た
結
果
、

全
国
一
七
教
会
と
一
五
〇
名
以
上
の
個
人
（
連
名
は

一
人
カ
ウ
ン
ト
）
か
ら
約
二
八
七
万
円
の
支
援
金
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
教
会
外
の
個
人
や
団
体
か
ら
の

支
援
金
額
は
総
額
の
四
分
の
一
の
七
〇
万
円
近
く
に

も
上
り
、
改
め
て
教
会
を
超
え
て
多
く
の
方
た
ち
が

関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
教
団
か
ら
の
五
〇
万
円
を
合
算
し
、
避
難

生
活
信
徒
へ
の
見
舞
金
に
三
〇
万
円
、
人
吉
市
に
五

〇
万
円
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
て
全
線
不
通
と
な

っ
て
い
る
く
ま
川
鉄
道
に
二
〇
万
円
、
信
徒
が
運
営

す
る
事
業
所
で
大
被
害
を
受
け
た
相
良
村
の
な
つ
め

保
育
園
に
一
五
〇
万
円
、
同
じ
く
社
会
福
祉
法
人
ペ

ー
ト
ル
会
に
五
〇
万
円
の
、
合
計
三
〇
〇
万
円
の
寄

付
を
九
月
末
日
ま
で
に
実
施
し
ま
し
た
。 

以
上
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、
一
〇
月
一
四
日
付
（
人

吉
教
会
の
堂
祭
の
生
神
女
庇
護
祭
）
で
決
算
報
告
書

と
御
礼
状
を
作
成
し
、
両
主
教
座
下
と
実
際
に
支
援

金
を
く
だ
さ
っ
た
教
会
・
個
人
全
員
に
発
送
し
ま
し

た
。 

被
災
者
支
援
へ
の
協
力 

災
害
発
生
直
後
か
ら
、
人
吉
市
内
の
各
所
で
生
活

物
資
を
配
布
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
拠
点
が
い

く
つ
も
で
き
ま
し
た
。
熊
本
県
は
二
〇
一
六
年
の
大

地
震
で
県
全
域
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
お
り
、
県

民
の
間
に
災
害
時
の
助
け
合
い
の
意
識
が
強
く
あ
っ

た
こ
と
が
背
景
に
あ
り
ま
し
た
。 

私
の
妻
も
、
そ
う
い
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
た
と
こ
ろ
、
以
前
、
球
磨
郡
の
別
の
町
で
子

育
て
世
代
の
お
母
さ
ん
を
支
援
し
て
い
た
こ
と
が
あ

る
Ｙ
さ
ん
と
い
う
方
と
知
り
合
い
ま
し
た
。 

九
月
の
終
わ
り
に
Ｙ
さ
ん
か
ら
妻
に
、
避
難
生
活

中
の
乳
幼
児
を
抱
え
た
女
性
が
子
育
て
の
悩
み
を
相

談
で
き
る
機
会
が
な
く
な
り
、
精
神
的
に
困
窮
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
そ
う
い
う
人
々
の
交
流

の
場
と
な
っ
て
い
た
公
民
館
は
す
べ
て
被
災
し
て
閉

鎖
さ
れ
て
い
る
。
ど
こ
か
に
集
会
場
と
し
て
使
え
る

場
所
は
な
い
か
、
と
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
話
を
聞
い
て
、
祈
祷
が
な
い
時
は
閉
ま
っ
て

い
る
人
吉
教
会
の
集
会
室
を
提
供
す
る
こ
と
を
決
意

し
、
一
〇
月
か
ら
毎
週
木
曜
日
、
Ｙ
さ
ん
主
催
で
被

災
し
た
子
育
て
世
代
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
交
流
サ
ー

ク
ル
会
場
と
し
て
開
放
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
全
国
で
小
中
学
生
の
教
育
支
援
を
展
開
し

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
カ
タ
リ
バ
が
人
吉
市
内
の
小
学

校
の
体
育
館
を
借
り
、
被
災
児
童
の
遊
び
場
と
し
て

休
日
に
開
放
し
て
い
ま
し
た
が
、
カ
タ
リ
バ
が
撤
退

す
る
こ
と
に
な
り
、
小
学
校
を
継
続
し
て
借
り
続
け

る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
。
Ｙ
さ
ん
は
そ
ち
ら

の
活
動
に
も
関
わ
っ
て
い
た
た
め
、
教
会
を
会
場
と



し
て
提
供
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
相
談
を
受
け
ま
し

た
。
さ
す
が
に
聖
堂
を
子
ど
も
の
遊
び
場
に
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
人
吉
教
会
の
敷
地
内
に
は
使

わ
れ
て
い
な
い
旧
司
祭
館
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ

ち
ら
を
提
供
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
旧
司
祭
館
は
あ
ま
り
に
も
長
い
年
数
空

き
家
だ
っ
た
た
め
、
内
部
は
全
体
的
に
か
び
臭
く
、

床
な
ど
が
傷
ん
で
い
る
箇
所
も
あ
り
、
さ
ら
に
建
物

の
内
外
に
不
用
品
が
山
の
よ
う
に
残
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
夫
婦
と
Ｙ
さ
ん
ら
で
約
一
か

月
か
け
て
旧
司
祭
館
内
の
掃
除
と
修
繕
を
し
、
教
会

の
経
費
で
業
者
を
呼
ん
で
粗
大
ご
み
を
廃
棄
し
ま
し

た
。 そ

の
結
果
、
旧
司
祭
館
は
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い

に
な
り
、
一
二
月
か
ら
毎
週
土
曜
日
、
被
災
児
童
の

た
め
の
開
放
を
始
め
ま
し
た
。 

教
会
の
遊
休
施
設
を
被
災
者
の
役
に
立
て
る
こ
と

が
で
き
、
大
変
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

人
吉
の
現
状 

 

二
月
で
災
害
発
生
か
ら
七
か
月
を
経
過
し
ま
し
た
。

支
援
金
を
贈
っ
た
前
述
の
な
つ
め
保
育
園
は
昨
年
一

〇
月
に
は
復
旧
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
極
め
て
レ

ア
ケ
ー
ス
で
す
。
人
吉
市
内
の
被
災
し
た
家
屋
や
店

舗
の
ほ
と
ん
ど
は
破
損
し
た
ま
ま
放
置
さ
れ
、
年
明

け
後
に
よ
う
や
く
公
費
解
体
が
進
ん
で
更
地
が
目
立

つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
も
あ
っ
て
、

飲
食
業
や
観
光
業
は
業
務
再
開
が
極
め
て
難
し
い
事

業
者
が
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
鉄
道
の
復
旧
の
め

ど
は
全
く
立
っ
て
お
ら
ず
、
道
路
も
球
磨
村
内
は
許

可
さ
れ
た
車
両
し
か
通
行
で
き
ま
せ
ん
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
被
災
の
復
興
に
は
相
当
長

い
年
数
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
も

皆
さ
ま
の
お
祈
り
と
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で

す
。 

          

松
山 

ロ
シ
ア
兵
捕
虜
・
墓
地
祈
祷 

 

令
和
二
年
十
一
月
三
日
、
徳
島
か
ら
司
祭
夫
婦
と

高
松
か
ら
大
藪
兄
が
出
席
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
影
響
も
心
配
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
松
山
・
ロ

シ
ア
兵
墓
地
保
存
会
の
菅
田
会
長
を
は
じ
め
、
保
存

会
の
方
々
と
日
々
、
墓
地
の
清
掃
活
動
を
し
て
頂
い

て
い
る
地
元
・
勝
山
中
学
校
の
先
生
方
、
生
徒
代
表

の
方
々
の
参
加
も
あ
り
、
徳
島
か
ら
持
参
し
た
百
束

の
お
花
と
お
菓
子
を
墓
前
に
供
え
、
午
前
十
一
時
よ

り
墓
地
祈
祷
を
献
じ
、
ロ
シ
ア
兵
捕
虜
九
十
八
名
の

為
に
永
遠
の
記
憶
が
為
さ
れ
ま
し
た
。 

     



祈
祷
後
に
、
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
松
山
に

捕
虜
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
聖
堂
の
お
話
を
さ
せ
て

頂
き
、
保
存
会
の
方
々
か
ら
は
長
司
祭
グ
リ
ゴ
リ
イ

小
川
公
師
へ
の
お
悔
や
み
の
お
言
葉
も
頂
き
、
こ
の

繋
が
り
が
永
遠
に
続
く
こ
と
を
願
い
、
来
年
の
再
会

を
約
束
し
、
徳
島
へ
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。 （

小
川
記
） 

 

             
 

 
 

 

コ
ロ
ナ
渦
で
の
各
教
会
の
様
子 

 

各
教
会
大
聖
水
式
の
様
子 

            

 

 
 

   

一
月
十
日
に
は
半
田
教
会
で
、
一
七
日
に
は
名
古
屋
教

会
で
神
現
祭
を
お
祝
い
し
、
大
聖
水
式
を
行
い
ま
し
た
。

半
田
教
会
で
は
十
字
行
で
聖
堂
を
一
周
し
た
後
、
聖
堂
入

口
で
聖
水
式
を
行
い
ま
し
た
。
名
古
屋
教
会
で
は
寒
さ
の

た
め
、
屋
内
で
聖
水
式
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
は
名
古
屋

教
会
神
現
聖
堂
十
周
年
記
念
行
事
を
盛
大
に
お
祝
い
し
ま

し
た
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
の
た
め
に
恒
例
の
餅
つ
き
の
祝

賀
会
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
は
ま
た
堂
祭
が
で
き

る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。
写
真
は
名
古
屋
教
会
で
す
。 

  

 
    

会 教 正 都 京 
    

 
   

会 教 正 阪 大 
      



所 道 伝 岡 福 
     

会 教 正 戸 神 
     

会 教 正 橋 豊 
   

豊
橋
聖
使
徒
福
音
者
マ
ト
フ
ェ
イ
聖
堂 

 
 

修
復
工
事 

起
工
式
：
感
謝
祈
祷 

 

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
豊
橋
聖

堂
。
正
式
に
文
化
庁
の
承
認
を
得
、
秋
よ
り
聖
堂
修

復
工
事
の
準
備
の
協
議
会
、
古
材
倉
庫
・
現
場
監
理

事
務
所
用
地
の
駐
車
場
の
整
理
、
地
質
調
査
の
ボ
ー

リ
ン
グ
、
入
札
に
よ
る
修
復
工
事
業
者
の
選
定
な
ど
、

あ
わ
た
だ
し
い
日
程
の
う
ち
に
新
年
を
迎
え
た
。 

 

起
工
式
：
感
謝
祈
祷 

 

一
月
一
五
日
（
金
）
午
前
中
、
工
事
等
に
関
す
る
協

議
会
の
あ
と
一
三
時
半
～
聖
堂
に
て
表
記
起
工
式
、

感
謝
祈
祷
が
執
り
行
わ
れ
た
。
祈
祷
は
、
日
本
の
亜

使
徒
聖
ニ
コ
ラ
イ
に
依
頼
す
る
感
謝
祈
祷
。
参
祷
者

は
、
ソ
ロ
モ
ン
川
島
伝
教
者
の
先
導
す
る
大
十
字
架

に
つ
づ
き
、
聖
歌
を
歌
い
な
が
ら
十
字
行
。
神
父
が

聖
水
に
て
聖
堂
内
外
を
て
い
ね
い
に
祝
福
。
小
春
日

和
の
晴
天
の
も
と
「
幾
歳
も
」
を
斉
唱
し
た
。 

 

そ
の
あ
と
、
神
父
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
施
工
業
者
：

魚
津
社
寺
工
務
店
：
魚
津
忠
弘
社
長
、
豊
橋
市
教
育

委
員
会
：
大
林
利
光
部
長
、
伊
藤
篤
也
市
議
会
議
員
、

満
田
稔
執
事
長
が
ご
挨
拶
を
さ
れ
た
。
工
事
業
者
・

市
関
係
者
、
中
日
・
東
愛
知
・
読
売
新
聞
等
報
道
関

係
者
、
八
町
校
区
：
吉
見
正
樹
自
治
会
長
ら
の
来
会
、

参
祷
者
約
四
○
人
で
あ
っ
た
。 

  
                

 執
事
会
、
婦
人
会
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

  

《
感
謝
祈
祷
、
及
川
神
父
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
》 

 

本
日
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
豊

橋
聖
使
徒
福
音
者
マ
ト
フ
ェ
イ
聖
堂
修
復
工
事
起
工 

式
、
感
謝
祈
祷
に
ご
参
祷
賜
り
、
皆
様
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

 

リ
ス
ト
ラ
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
し
ば
し
ば



会
社
再
建
に
あ
た
り
、
人
減
ら
し
、
肩
た
た
き
、
首

切
り
、
転
職
の
勧
め
な
ど
の
意
味
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

で
も
も
と
も
と
の
意
味
は
少
し
違
い
ま
す
。 

 

リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
略
語
で
、
や
り
直
し
、

仕
切
り
直
し
、
も
う
一
度
作
り
直
す
こ
と
、
再
生 

が

本
来
の
意
味
だ
そ
う
で
す
。 

 

い
ま
日
本
中
で
古
び
た
多
く
の
家
や
建
物
が
、
ど

ん
ど
ん
取
り
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
と
違
い
、

こ
の
豊
橋
聖
堂
は
取
り
壊
さ
れ
ず
、
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
、
こ
の
た
び
修
復
工
事
を
迎
え
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
わ
た
し
た
ち
の
教
会
、
正
教
会
、
オ
ー

ソ
ド
ッ
ク
ス
・
チ
ャ
ー
チ
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
は
、

「
復
活
の
宗
教
」
で
す
。
復
活
の
信
仰
を
も
っ
て
い

ま
す
。 

 

復
活
と
は
奇
蹟
、
死
よ
り
の
甦
り
、
死
者
の
復
活
、

再
生
、
ま
さ
に
リ
ス
ト
ラ
で
す
。 

 

そ
れ
で
は
正
教
会
に
お
け
る
リ
ス
ト
ラ
と
は
ど
う

い
う
、
や
り
直
し
、
再
生
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

絶
望
・
失
望
に
は
希
望
の
光
を
、
挫
折
や
あ
き
ら

め
に
は
不
屈
の
勇
気
を
、
ひ
と
の
欠
点
や
悪
い
と
こ

ろ
ば
か
り
見
つ
け
て
し
ま
う
心
の
貧
し
い
人
に
は
、

ひ
と
の
美
点
・
良
い
と
こ
ろ
を
見
い
だ
す
心
の
豊
か

さ
を
、
生
き
な
が
ら
死
に
か
け
て
い
る
失
意
の
人
に

は
、
生
き
る
喜
び
と
生
命
を
恵
み
ま
す
。 

 

こ
の
聖
堂
は
、
ひ
と
の
真
の
人
生
・
生
き
方
、
復

活
を
実
証
す
る
た
め
、
リ
ス
ト
ラ
を
奇
蹟
と
す
る
た

め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

  

               
 

す
な
わ
ち
リ
ス
ト
ラ
を
実
証
す
る
聖
堂
が
こ
こ
に
あ

り
ま
す
。 

 

建
物
と
し
て
は
、
日
本
に
お
け
る
近
代
建
築
、
ロ

シ
ア
・
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
様
式
の
本
格
的
木
造
建
築
、

和
洋
折
衷
の
様
式
美
を
過
去
か
ら
未
来
へ
と
つ
な
げ

る
、
国
民
の
財
産
と
し
て
。 

 

聖
堂
と
し
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
「
復
活
の
信
仰
」

を
つ
た
え
る
信
仰
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
。 

 

さ
ら
に
正
教
会
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
・
チ
ャ
ー
チ

の
精
神
文
化
を
育
む
聖
堂
芸
術
と
し
て
。 

 

多
く
の
豊
橋
市
民
、
愛
知
県
民
そ
し
て
日
本
国
民

の
再
評
価
、
新
た
な
る
発
見
と
感
動
の
対
象
と
し
て
、 

 

こ
こ
に
、
わ
た
し
た
ち
の
目
の
前
に
存
在
し
て
い
ま

す
。 わ

た
し
た
ち
の
聖
堂
は
皆
様
と
共
に
リ
ス
ト
ラ
…

…
再
生
さ
れ
、
甦
り
ま
す
。
工
事
完
成
時
に
は
、
ま

す
ま
す
愛
さ
れ
、
大
切
に
さ
れ
る
聖
堂
と
し
て
、「
作

り
直
さ
れ
て
い
る
」
よ
う
心
か
ら
祈
望
す
る
も
の
で

す
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

  
                 



〇
講
話 

伝
教
者 

ソ
ロ
モ
ン 

川
島 

大 
  

 
 

最
強
の
名
医
―
五
旬
祭
後 

第
二
四
主
日 

 
 

（
ル
カ
八
章
四
一
節
～
五
六
節, 

エ
フ
ェ
ス
二
章

十
四
節
～
二
十
二
節
）
の
説
教 

 

「
医
者
を
必
要
と
す
る
の
は
、
丈
夫
な
人
で
は
な
く

病
人
で
あ
る
。
わ
た
し
（
ハ
リ
ス
ト
ス
）
が
来
た
の

は
、
正
し
い
人
を
招
く
た
め
で
は
な
く
、
罪
人
を
招

く
た
め
で
あ
る
一

」
。
自
分
自
身
や
愛
す
る
家
族
が
困

難
に
見
舞
わ
れ
た
時
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
助
け

を
求
め
る
で
し
ょ
う
か
。
た
っ
た
一
人
で
も
が
き
苦

し
も
う
が
、
や
み
く
も
に
主
の
名
を
呼
び
叫
ぼ
う
が
、

残
念
な
が
ら
そ
れ
だ
け
で
は
神
様
に
私
た
ち
の
想
い

は
届
か
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
本
日

の
福
音
に
は
願
い
が
叶
っ
た
二
通
り
の
例
と
し
て
、

①
出
血
の
止
ま
っ
た
女
性
、
②
息
を
吹
き
返
し
た
少

女
が
登
場
し
ま
す
。
彼
女
た
ち
に
共
通
す
る
の
は
、

神
様
に
よ
っ
て
本
人
あ
る
い
は
身
近
な
存
在
の
「
諦

め
な
い
信
仰
」
が
祝
福
さ
れ
た
点
で
す
。 

 

ま
ず
、
十
二
年
に
も
及
ぶ
長
い
期
間
、
不
正
な
出

血
に
頭
を
抱
え
て
き
た
女
性
に
つ
い
て
振
り
返
り
ま

                                        

               

 

一
マ
ル
コ
二
章
一
七
節 

し
ょ
う
。
全
財
産
を
投
じ
な
が
ら
、
つ
い
に
は
誰
か

ら
も
癒
さ
れ
な
か
っ
た
彼
女
。
そ
れ
で
も
、
主
が
地

元
に
や
っ
て
来
た
こ
と
を
知
り
、
藁
に
も
縋
る
思
い

で
駆
け
付
け
ま
す
。
す
で
に
人
だ
か
り
が
で
き
て
い

ま
し
た
が
、「
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
は
な
る
ま
い
」

と
諦
め
ず
、
人
波
を
掻
き
分
け
て
イ
イ
ス
ス
の
背
後

か
ら
衣
の
裾
に
触
れ
ま
し
た
。
す
る
と
、
長
患
い
は

た
ち
ま
ち
癒
さ
れ
、
そ
の
証
拠
に
悩
ま
し
い
出
血
が

止
ま
っ
た
の
で
す
。
苦
し
み
か
ら
つ
い
に
解
放
さ
れ

た
こ
と
で
安
堵
し
た
彼
女
は
、
そ
の
場
を
離
れ
か
け

ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、「
だ
れ
か
が
わ
た
し
に
触
れ
た
。
わ
た

し
か
ら
力
が
出
て
行
っ
た
の
を
感
じ
た
の
だ
二

」
と

い
う
主
の
言
葉
が
聞
こ
え
ま
し
た
。「
も
し
や
、
他
人

を
差
し
置
い
て
ま
で
、
私
利
私
欲
の
た
め
に
救
い
を

求
め
よ
う
と
し
た
の
が
不
味
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
」
。
青
ざ
め
た
様
子
の
彼
女
は
、
恐
る
お
そ
る
名
乗

り
出
て
、
そ
の
理
由
や
経
過
を
説
明
し
ま
し
た
。
け

れ
ど
も
、
主
は
決
し
て
彼
女
を
咎
め
る
こ
と
な
く
、

む
し
ろ
温
か
い
言
葉
さ
え
掛
け
ら
れ
ま
す
。 

す
な
わ
ち
、「
あ
な
た
の
信
仰
が
あ
な
た
を
救
っ
た
。

安
心
し
て
行
き
な
さ
い
三

」
と
。 

                                        

               

 

二 

ル
カ
八
章
四
六
節 

三 

同
八
章
四
八
節 

人
の
全
て
を
ご
存
知
の
神
様
は
、
当
然
な
が
ら
彼
女

の
苦
労
や
信
仰
に
つ
い
て
、
直
接
耳
に
せ
ず
と
も
把

握
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
あ
え
て
自
ら
の
口

で
望
む
事
柄
を
伝
え
る
よ
う
に
促
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
経
緯
を
話
す
に
あ
た
り
、
何
人
も
の
医
者
に

診
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
も
彼
女
は
述
べ
た
は
ず
で
す
。

旧
約
の
時
代
、「
足
の
病
に
か
か
り
、
そ
の
病
は
極
め

て
重
く
、
そ
の
病
の
中
に
あ
っ
て
も
、（
彼
は
）
主
を

求
め
ず
、
医
者
に
頼
っ
た
四

」
王
が
い
ま
す
。「
長
患

い
は
、
医
者
の
手
に
負
え
ぬ
五

」
ほ
ど
で
し
た
が
、

主
に
寄
り
頼
ま
な
か
っ
た
結
果
「
今
日
、
王
で
あ
っ

て
も
、
明
日
は
命
を
奪
わ
れ
六

」
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

一
方
の
彼
女
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
マ
ト
フ
ェ
イ

や
マ
ル
コ
も
同
じ
箇
所
を
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
医
者

で
あ
っ
た
ル
カ
は
こ
の
部
分
を
慎
重
に
記
し
て
い
ま

す
。
マ
ル
コ
が
「
多
く
の
医
者
に
か
か
っ
て
、
ひ
ど

く
苦
し
め
ら
れ
、
全
財
産
を
使
い
果
た
し
て
も
何
の

役
に
も
立
た
ず
、
ま
す
ま
す
悪
く
な
る
だ
け
で
あ
っ

た
七

」
と
書
き
留
め
た
の
に
対
し
、「
医
者
に
全
財
産

を
使
い
果
た
し
た
が
、
だ
れ
か
ら
も
治
し
て
も
ら
え

                                        

               

 

四 

歴
代
誌
略
下
一
六
章
一
二
節 

五 

ル
カ
十
章
十
節 

六 

同 

七 

マ
ル
コ
五
章
二
六
節 



な
い
女
が
い
た
八

」
と
医
者
の
立
場
を
殊
更
に
否
定

し
て
い
な
い
の
が
分
か
る
で
し
ょ
う
。
マ
ト
フ
ェ
イ

に
至
っ
て
は
医
者
の
存
在
す
ら
言
及
し
て
い
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
彼
女
は
「
医
者
に
も
助
け
を
求
め
よ
。
主

が
医
者
を
造
ら
れ
た
の
だ
か
ら
九

」
と
い
う
教
訓
に

忠
実
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

                  

                                        

               

 

八 

ル
カ
八
章
四
三
節 

九 

シ
ラ
フ
三
八
章
一
二
節 

ま
た
、
彼
女
が
主
に
歩
み
寄
っ
た
際
に
示
し
た
「
謙

遜
さ
」
に
つ
い
て
も
、
私
た
ち
は
注
目
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
大
勢
の
人
々
が
待
ち
侘
び
た
主
の
登

場
に
ご
っ
た
返
す
中
、
彼
女
は
イ
イ
ス
ス
の
体
や
衣

で
は
な
く
、
あ
え
て
衣
の
裾
を
選
ん
で
触
り
ま
し
た
。

そ
の
時
の
様
子
は
、
ま
る
で
私
た
ち
が
神
様
に
対
し

て
敬
意
を
払
う
場
面
で
行
う
「
伏
拝
」
の
よ
う
に
、

身
を
屈
め
た
姿
勢
で
し
た
。
こ
れ
は
、
確
た
る
信
仰

を
持
っ
て
い
る
者
に
の
み
な
し
得
る
動
作
で
す
。
こ

う
し
て
、
主
は
こ
れ
ま
で
の
努
力
を
労
い
、
彼
女
に

最
上
の
癒
し
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
幼
く
し
て
こ
の
世
を
去
っ
た
少
女
の
話

に
移
り
ま
し
ょ
う
。
会
堂
長
で
あ
る
イ
ア
イ
ル
も
ま

た
、
主
の
訪
れ
を
待
ち
望
ん
で
い
た
者
の
一
人
で
し

た
。
イ
イ
ス
ス
の
許
へ
と
急
行
し
た
彼
は
、
す
ぐ
さ

ま
主
の
足
下
に
ひ
れ
伏
し
、
今
に
も
死
に
そ
う
な
十

二
歳
の
娘
を
癒
し
て
く
れ
る
よ
う
に
願
い
出
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
話
の
最
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
慌
て
て

彼
を
追
い
掛
け
た
家
臣
か
ら
「
お
嬢
さ
ん
は
亡
く
な

り
ま
し
た
。
こ
の
上
、
先
生
を
煩
わ
す
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
一
〇

」
と
告
げ
ら
れ
ま
す
。
「
よ
う
や
く
主
と

巡
り
合
え
た
と
こ
ろ
な
の
に
、
も
は
や
こ
れ
ま
で
か
」
。

虚
脱
感
に
苛
ま
れ
た
父
親
は
、
頭
の
中
が
白
く
な
っ

た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
主
は
至
っ
て

                                        

               

 

一
〇 

ル
カ
八
章
四
九
節 

冷
静
に
「
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
信
じ
な
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
娘
は
救
わ
れ
る
一
一

」
と
お
答
え
に
な

り
ま
し
た
。 

さ
て
、
イ
ア
イ
ル
の
家
に
向
か
わ
れ
た
主
は
、
早

逝
し
た
少
女
の
こ
と
で
泣
き
悲
し
む
人
々
を
外
に
退

出
さ
せ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
時
の
彼
ら
に
は
「
泣

く
な
、
娘
は
死
ん
だ
の
で
は
な
い
。
眠
っ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
一
二

」
と
い
う
言
葉
は
届
か
ず
、
た
だ
あ
ざ

笑
う
ば
か
り
だ
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、
彼
女
の
両
親

と
数
人
の
弟
子
以
外
は
部
屋
へ
入
れ
ず
に
、
イ
ア
イ

ル
の
娘
に
癒
し
を
施
す
こ
と
を
お
決
め
に
な
り
ま
す
。

少
女
の
手
を
握
っ
て
、「
娘
よ
、
起
き
な
さ
い
」
と
呼

び
掛
け
る
や
、
彼
女
は
意
識
を
取
り
戻
し
て
起
き
上

が
り
ま
し
た
。
目
の
前
の
奇
跡
に
驚
く
彼
ら
に
対
し
、

主
は
す
か
さ
ず
食
事
を
与
え
る
よ
う
に
指
示
し
ま
す
。

そ
し
て
、
両
親
が
こ
の
奇
跡
を
信
じ
よ
う
と
し
な
い

者
に
と
や
か
く
言
わ
れ
る
の
を
防
ぐ
べ
く
、
一
部
始

終
を
人
々
に
告
げ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
命
じ
ま
し

た
。 

 

イ
ア
イ
ル
の
娘
の
場
合
、
血
漏
の
女
性
と
は
状
況

が
異
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
少
女
自
身
の
信
仰
の

如
何
は
問
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
必
死
に

懇
願
し
た
父
親
の
信
仰
に
よ
っ
て
救
わ
れ
ま
し
た
。

                                        

               

 

一
一 

同
八
章
五
〇
節 

一
二 

同
八
章
五
二
節 



こ
の
事
実
は
、
祈
祷
に
お
け
る
「
記
憶
」
の
重
要
性

を
伝
え
る
箇
所
と
捉
え
ら
れ
ま
す
。
ゆ
え
に
、
私
た

ち
が
大
切
な
人
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
て
祈
り
を
捧

げ
る
な
ら
ば
、
本
人
の
ひ
た
む
き
な
努
力
と
同
様
、

神
様
に
祝
福
さ
れ
た
善
き
行
い
と
し
て
認
め
ら
れ
る

の
で
す
。 

今
こ
の
聖
堂
に
集
う
私
た
ち
は
、
ハ
リ
ス
ト
ス
を

知
ら
な
か
っ
た
頃
の
「
こ
の
世
の
中
で
希
望
も
な
く

神
も
な
い
者
一
三

」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
で
に
、「
異

国
人
で
も
宿
り
人
で
も
な
く
、
聖
な
る
民
と
同
じ
国

籍
の
者
で
あ
り
、
神
の
家
族
一
四

」
な
の
で
す
。
た
だ

し
、
そ
う
で
あ
る
以
上
は
「
神
様
の
こ
と
を
知
ら
な

い
」
と
い
う
言
い
訳
が
通
用
し
な
い
の
も
ま
た
事
実
。

ハ
リ
ス
ト
ス
は
「
人
々
の
前
で
わ
た
し
を
知
ら
な
い

と
言
う
者
は
、
わ
た
し
も
天
の
父
の
前
で
、
そ
の
人

を
知
ら
な
い
と
言
う
一
五

」
と
仰
っ
て
い
ま
す
。 

で
す
か
ら
、
神
様
の
こ
と
を
知
り
つ
つ
も
あ
ざ
笑
っ

た
人
々
の
よ
う
に
、
信
じ
が
た
い
奇
跡
に
疑
い
の
目

を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
立
場
に
置
き
換
え

て
共
に
希
望
を
失
わ
な
い
こ
と
が
肝
心
で
す
。 

                                          

               

 

一
三 

エ
フ
ェ
ス
二
章
一
二
節 

一
四 

同
二
章
一
九
節 

一
五 

マ
ト
フ
ェ
イ
一
〇
章
三
三
節 

ま
た
、
未
だ
に
信
仰
が
定
ま
ら
な
い
者
に
と
っ
て
、

教
会
の
教
え
は
「
皆
、
偽
り
の
薬
を
塗
る
／
役
に
立

た
な
い
医
者
一
六

」
に
過
ぎ
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
も
、
い
く
ら
苦
し
み
を
や
り
過
ご
そ
う
と
、

自
ら
こ
の
境
遇
を
打
ち
破
ら
な
い
限
り
、
本
当
の
救

い
は
か
け
離
れ
た
ま
ま
で
す
。
私
た
ち
が
勇
気
を
持

っ
て
歩
み
出
れ
ば
、
神
様
は
そ
の
時
そ
の
人
に
相
応

し
い
形
で
応
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

自
ら
救
わ
れ
た
い
と
願
う
な
ら
ば
、
血
漏
の
女
性
の

よ
う
に
恭
し
く
、
誰
か
の
救
い
を
願
う
な
ら
ば
、
最

後
ま
で
諦
め
ず
主
に
祈
り
ま
し
ょ
う
。
後
者
に
つ
い

て
は
、
か
え
っ
て
そ
の
人
自
身
に
も
救
い
が
及
ぶ
は

ず
で
す
。 

 
「
あ
な
た
た
ち
は
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
時
、
慌

て
て
祈
祷
師
や
医
者
を
尋
ね
は
す
る
も
の
の
、
救
い

得
る
方
の
真
実
の
助
け
を
軽
ん
じ
て
い
る
一
七

」
と
聖

大
ワ
シ
リ
イ
は
戒
め
ま
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
の
「
最

強
の
名
医
」
は
、
架
空
の
「
ド
ク
タ
ーX

」
で
も
「
ブ

ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
」
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

                                          

               

 

一
六 

イ
オ
フ
十
三
章
四
節 

一
七

「
聖
大
ワ
シ
リ
イ
教
訓
」pp.7-8, A

.

ネ
ウ
ス
キ
ー
編
（
一

九
〇
一
）『
聖
神
父
教
訓
鈔
』
堀
江 

復
訳
、 

正
教
会
編
集
局. 

も
っ
と
身
近
な
所
に
「
失
敗
し
な
い
」
完
璧
な
医

者
が
お
ら
れ
ま
す
。 

そ
の
「
主
イ
イ
ス
ス
を
信
じ
な
さ
い
。
そ
う
し
た

ら
、
あ
な
た
も
あ
な
た
の
家
族
も
救
わ
れ
る
一
八

」
で

し
ょ
う
。 

 

             
                                         

               

 

一
八 

使
徒
行
実
一
六
章
三
一
節 



オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
の
報
告 

 

こ
の
度
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
初
の
開
催
と
な
る

西
日
本
教
区
・
冬
季
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
を
仰
せ
つ

か
り
、
「
と
っ
て
お
き
の
ご
聖
体 

先
備
聖
体
礼
儀

―

究
極
の
精
進
料
理
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
た
。
な
お
、
技
術
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
で
京
都
教
会
の
メ
フ
ォ
デ
ィ
小
田
切

兄
に
、
チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン
制
作
や
動
画
の
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
に
際
し
て
松
島
神
父
様
ご
夫
妻
に
、
そ

れ
ぞ
れ
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。 

様
々
な
制
約
か
ら
ラ
イ
ブ
配
信
が
困
難
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
た
た
め
、
約
一
時
間
分
の
情
報
量
を
前

後
半
に
分
け
た
動
画
へ
と
編
集
。
教
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
チ
ラ
シ
等
に
て
、
事
前
に
リ
ン
ク
用
の

U
RL

やQ
R

コ
ー
ド
を
周
知
の
う
え
、
ま
ず
先
備

聖
体
礼
儀
の
予
備
知
識
、
続
い
て
先
備
聖
体
礼
儀

の
概
要
を
紹
介
し
た
。
質
疑
応
答
の
場
に
つ
い
て

は
、
教
区
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
、
後
日
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

従
来
の
座
学
と
は
異
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

再
生
機
器
を
有
し
て
い
れ
ば
、
受
講
時
間
や
場
所

は
選
ば
な
い
。
よ
っ
て
、
自
宅
で
く
つ
ろ
い
だ
り
、

飲
食
し
た
り
し
な
が
ら
で
あ
っ
て
も
、
配
信
期
間

中
は
繰
り
返
し
、
あ
る
い
は
複
数
回
に
分
け
て
視

聴
で
き
る
の
が
、
こ
の
方
式
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
ろ

う
。 公

開
直
後
よ
り
反
響
が
良
く
、
す
で
に
何
件
も

の
ご
意
見
や
ご
感
想
を
頂
戴
し
て
い
る
。
内
容
に

関
し
て
は
、
概
ね
好
評
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
、
「
全
体
的
に
音
量
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
小
さ

く
て
聞
き
取
り
に
く
い
」
と
の
こ
と
。
ま
た
、
手

元
の
録
音
デ
ー
タ
破
損
に
伴
っ
て
や
む
を
得
ず
用

い
た
外
国
語
の
聖
歌
は
、
案
の
定
「
日
本
語
の
ほ

う
が
よ
り
実
感
が
湧
く
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。

個
人
的
に
は
、
「
ん
」
を
は
じ
め
と
す
る
発
音
の

不
明
瞭
さ
を
痛
感
し
た
次
第
で
あ
り
、
今
後
の
説

教
や
勉
強
会
に
活
か
し
た
い
。 

（
伝
教
者
ソ
ロ
モ
ン
川
島
記
） 

 



     



🌸本の紹介 小春日和に読書をしましょう！！🌸         📚📚📚 

 

   おうち時間、巣ごもり時間がふえているなか、西日本教区の刊行した本を読みませんか？ 

 

〈翻訳 出版物〉 

 

〇正教入門シリーズ   

 １  トマス・ホプコ、ダヴィド水口優明訳 『正教要理』 

  

２  トマス・ホプコ、イオアン小野貞治訳 『奉神礼』 

 

３   トマス・ホプコ、ゲオルギイ松島雄一訳『聖書概論 教会史』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇カリストス・ウェア、ゲオルギイ松島雄一訳  

『私たちはどのように救われるのか 大斎 正教徒は聖書をどう読むべきか』 

 

〇ジョージ・クロンク、ゲオルギイ松島雄一訳 

『聖書のメッセージ 正教徒のとらえ方』 

 

〇ヨハン・Ｖ・ガードナー、マリア松島純子訳 『ロシア正教会の聖歌 正教会奉神礼・聖歌入門』 

             本書には、ウラディミル・モロザン『祈りの音楽』収録 

＊上記の本いずれも１冊 1,300円（送料別） 

 

 

 

 

 

 

 

 



🌸 〈正教会をもっと知りたい人のために〉🌸 

〇パウェル及川信『神父になったサムライ 日本正教会の歴史論考』1,000円 

 

〇パウェル及川信『聖書人物伝 読んでためになる』1,500円 

 

〇日本正教会の歴史『日本の光照者 亜使徒 聖ニコライの歩み』カラー刷  300円 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

〈ご家庭での祈りに〉 

〇『家庭祈祷集』 子どもがお祈りできるよう、すべてフリガナつき 500円 

 

 

 

 

 

 

＊ご注文は、京都正教会あるいは、最寄りの正教会へお願いします 

☆東日本主教区の本も読みましょう!📚📚📚 

〇聖ニコライ・ベリミロビッチ、アナスタシア山崎佳代子訳 『善と悪をめぐる思索』より 

 

〇神品致命者セラフィム・ズヴェズディンスキー、土田定克/アレクセイ・ポタポフ訳 

『天のパン 聖体礼儀の意義をめぐる23の説教』 

 

〇修道士テオクリトス・ディオニシアトス、イオアン長屋房夫訳 『天と地の間 天国への道標』 

 

  
 

 

 

 

 

 


